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　沖縄県立博物館 ・ 美術館 （おきみゅー） は、 ７月２０日 （水） から復帰５０年コレクション展として

『FUKKI QUALIA ー 「復帰」 と沖縄美術』 を開催します。

　　「祖国復帰」 「本土復帰」 「日本復帰」 「沖縄返還」･･･１９７２年の日本への沖縄施政権返還は様々

に表記されますが、沖縄の多くの人は 「復帰」 と呼びます。 どこへ帰るのかあいまいに響く 「フッキ」

には、沖縄が歩んだ歴史への複雑な心情がにじむようです。ラテン語である QUALIA（クオリア）とは、

赤いリンゴを見て 「赤いと感じる」 などの、 主観的な経験に基づく感覚だといわれます。 「復帰」 か

ら５０年が経つ現在、 沖縄に住む人々の６割は 「復帰」 を直接には経験していません。

　本展では、 「米軍統治下」、 「復帰」 さらに 「復帰後」 の社会を見つめた作品や作家たちの動き

を紹介します。 復帰を経験した人も経験していない人も、 作品を通して様々なフッキクオリアが感じ

られるような内容です。

報道機関各位
沖縄県立博物館 ・ 美術館 管理事務所

復帰５０年コレクション展

7/20 開幕 FUKKI QUALIA ―「復帰」と沖縄美術
フッキ クオリア

※ 前期は復帰前の作品を、 後期は復帰後の作品を紹介します。

＜お問い合わせ先＞　

沖縄県立博物館 ・ 美術館指定管理者　（一財） 沖縄美ら島財団

企画班　金城正仁 ・ 川島祥子　　ＴＥＬ ０９８－９４１－１２３２／ＦＡＸ ０９８－９４１－２３９２

※ 広報用画像をご希望の方は ms-kinjo@okichura.jp へご連絡下さい。

〈概要〉

展覧会名 ： 復帰５０年コレクション展
　　　　　　　　FUKKI QUALIA ー 「復帰」 と沖縄美術

会　　　期 ： ２０２２年７月２０日 ( 水 ) ～２０２３年１月１５日 ( 日）

　　　　　　 　 前期 ７月２０日 （水） ～１０月１６日 （日）

　　　　　　 　 後期 １０月２２日 （土） ～１月１５日 （日）

　　　　　　 　 ※ 会期中展示替えがあります。

　　　　　　 　 ※ 休室期間 １０月１８日 （火） ～１０月２１日 （金） 

主　　　催 ： 沖縄県立博物館 ・ 美術館

場　　　所 ： 沖縄県立博物館 ・ 美術館 コレクションギャラリー１ ・ ２ ・ ３

観 覧 料 ： 一般４００円／高大生２２０円／県外小 ・ 中学生１００円

　　　　　　 　 ※ 県内小 ・ 中学生、 ７０歳以上、 障がい者手帳をお持ち　

　　　　　　　　　　の方および介助者１名は無料

開館時間 ： ９ ： ００～１８ ： ００ （金 ・ 土は２０ ： ００） 　

　　　　　　 　 ※ 最終入場は閉館の３０分前まで

休 館 日 ： 月曜日 （月曜日が祝日の場合は翌平日が休館）、年末年始

真喜志 勉 《大日本帝国復帰記念》
1972 年


